
札幌市東苗穂周辺地区浸水対策事業の効果事例 北海道札幌市

浸水被害状況（Ｈ24.9）

◆事業概要

事業期間 ：平成26年度～令和元年度

雨水拡充管：管径 350～1,500㎜
延長 約3.1km

事業費 ：約28億円
日 時

10分最大

降雨量
(mm/h)

時間最大

降雨量
(mm/h)

集水区域における被害実績
(床上、床下浸水、道路冠水等)

〔（）内は全市被害件数〕

H23..8.26 10 19.5 2件 （34件）

H24.9.9 14.5 43.5 7件 （166件）

H29.7.16 9.5 31.0 0件 （27件）

H30.10.27 8.0 30.5 0件 （15件）

拡充管の整備後、浸水被害なし

〇札幌市東苗穂周辺地区では、平成24年9月の豪雨により浸水被害（右写真参照）が多発。

〇浸水リスクの軽減を図るため、当地区の整備計画対象降雨を5年確率降雨から10年確率
降雨（35mm/h）へ見直し、 「下水道浸水被害軽減総合計画」を策定して雨水拡充管の
整備を進めている。

〇雨水拡充管の整備が完了したエリアについては、その後の浸水被害なし。

◆事業効果

雨水拡充管の整備が完了したエリアについては、
浸水被害の発生なし。



○八戸市河原木地区は平成10年からの10年間で、5回の床上床下浸水が発生。
○浸水対策事業として、5年確率降雨(19.1mm/h)に対応できるように下長雨水ポンプ場の整備を実施。
○整備完了後、平成23年台風(時間最大降雨8mm/h、総降雨122.5mm)では、当地区の床上床下浸水被害報告は0件となった。

下水道浸水被害軽減総合事業等を活用した浸水対策の効果事例 青森県八戸市

整備前浸水区域(H18年低気圧) 平成18年浸水状況

P

下長雨水
ポンプ場

浸水シュミレーション(5年確率)

整備前

整備後
下長雨水ポンプ場整備完了後

床上浸水解消
２４戸→０戸

床下浸水解消
１００戸→０戸

家屋浸水戸数比較



○さいたま市大宮区大宮公園周辺地区では、平成１２年７月の台風３号などにより浸水被害が発生
○歴史的、文化的資材の集中する市民の交流の場から浸水被害を軽減するため貯留管および幹線の整備
○平成３１年度から供用開始し、令和元年度の台風１９号などで効果を発揮

大宮公園周辺地区における浸水被害軽減計画の効果事例 埼玉県さいたま市

NACK5
スタジアム

氷川神社

浸水シミュレーション（既往最大降雨時）

時間最大雨量 ４３ｍｍ

１０分最大雨量 １１ｍｍ

総雨量 ２６５ｍｍ

氷川神社

公園３号幹線：公園3号貯留管
貯留施設 直径Φ2,400㎜

延長Ｌ1,846m

令和元年１０月１２日【台風１９号】

令和元年10月
台風19号

被害ゼロ！

平成31年供用開始⇒

平成24年度
下水道浸水被害軽減総合計画事業の採択

都市機能が集積し、地域防災計画に位置付けられた避難

場所および要援護者関連施設を有した地区に対し、5年確

率（56mm/hr）のハード整備を実施

５年確率の降雨
と河川の許容放
流量の差分を

貯留

【対策前】 【対策概要】

【効果】

【施工中】

【被害状況】

JR大宮駅 JR大宮駅

市域の被害状況　令和元年12月25日現在

床上浸水 床下浸水 道路冠水

1,130件 399件 84件

貯留施設 計画貯留量 実績貯留量 貯留率

公園３・４号幹線 9,500m3 7,655m3 81%

公園3号幹線

公園4号幹線



平常時の新東谷調整池

流入時の新東谷調整池

H25年の冠水範囲

〇 新東谷調整池の整備により、南流山地区における流山１号雨水幹線の流量が調節することにより、氾濫等による道路冠水箇所が大幅に
減り、床上浸水戸数が無くなりました。

H16年の浸水範囲

平成27年12月現在　

浸水被害発生日 気象要因
時間最大雨量

総雨量
浸水面積 浸水被害の概要

新東谷調整池
整備前の浸水被害

平成16年10月9日 台風22号
最大 34mm/hr
総雨量245mm

13.3ｈａ
流山市道106号線他多数道路冠水により通行止
床上浸水6戸、床下浸水多数

新東谷調整池
整備後の浸水被害

平成25年10月16日 台風26号
最大43mm/hr
総雨量253mm

1.93 ｈａ
流山市道106号線道路冠水により通行止
床上浸水なし、床下浸水1戸

新東谷調整池

流山１号雨水幹線

南流山駅

南流山地区を守る下水道調整池整備 千葉県流山市



○対象とする地区は、すり鉢状の地形で雨水が集中し、過去１５年で２００軒以上の浸水被害
○既往最大降雨１０４.５㎜/hrに対し、床上浸水を防止する浸水被害軽減総合計画を策定し、調整池を整備

⇒平成２９年２月の調整池供用開始後、浸水被害なし（令和２年１月末現在）

下水道浸水被害軽減総合事業等を活用した浸水対策の効果事例 千葉県我孫子市

国道６号

調整池整備

ＪＲ我孫子駅

１．対象区域図

対象とする地区は、
すり鉢状の地形で
雨水が集中

２．これまでの浸水被害状況

３．効果の検証

地下式調整池整備

貯留量：1,600 

調整池整備前は、１時間あたりの

降雨量が約30ｍｍで浸水被害が

起きていたが、整備後は同規模

の雨量であっても被害なし

※整備後の１時間あたりの降雨量の最大値は33ｍｍ

発生日 気象条件

床上 床下

19 30
床上 床下

4 6
床上 床下

0 11
床上 床下

27 39
床上 床下

4 4
床上 床下

13 38
床上 床下

6 4
床上 床下

5 7
床上 床下

2 8

床上 床下

80 147

H15.8.5 集中豪雨

浸水被害家屋数(H15～現在)

被害戸数

H15.10.13 集中豪雨

H16.10.9 台風２２号

H19.6.10 集中豪雨

H20.7.27 集中豪雨

H20.8.30 集中豪雨

H23.6.21 集中豪雨

H28.7.15 集中豪雨

H28.8.24 集中豪雨

累計



入江崎水処理センター

大師公園

京急川崎駅

JR川崎駅

川崎市役所

川崎競馬場

川崎競輪

平成14年7月16日
台風7号 64mm/h

平成13年6月7日
集中豪雨 66mm/h

○川崎市大師河原・大師臨港地区では、平成１３年から１６年の間に発生した大雨や台風により６５件の浸水被害が発生。
○大師河原貯留管を整備することにより、排水区の計画降雨強度を５２ｍｍ/ｈから５８ｍｍ/ｈにグレードアップした。
○平成２１年から事業に着手し、平成３１年に供用開始した。令和元年度の台風１５号では約２０，０００ｍ３の雨水が

貯留されたことにより効果を発揮し、浸水被害の軽減を図った。

浸水対策の効果事例 神奈川県川崎市

◆事業の概要
・名 称：大師河原貯留管
・管 径：内径Φ５，０００

L=２，０７５ｍ
・貯留能力：３５，６００ｍ３

・排水区名：大師河原排水区
大師臨港排水区

・区域面積：３５７ha
・供用開始：平成３１年度

貯留管内部の状況

対 策 前

大師河原ポンプ場

対 策 後

令和1年9月9日
台風15号 69mm/h

凡 例

対象区域

浸水エリア

大師河原貯留管

大師河原
貯留管

１０

２

１４

７

４

１１

１

令和1年に発生した台風15号と同規模の降雨が発生したときの比較



○静岡市駿河区下川原地区では、平成16年6月30日豪雨により200戸以上の浸水被害が発生。
○下水道浸水被害軽減総合事業を活用して、静岡県内初となる雨水貯留管（貯留量13,200 ）を整備。
○平成28年3月に整備完了。平成28年6月23日の豪雨で貯留管が効果発揮、浸水被害の発生を防止。

雨水貯留管の効果事例 静岡市

平成１６年６月３０日豪雨の状況

国道１５０号（下川原地区）

平成２８年６月２３日豪雨の状況

国道１５０号（下川原地区）

5号取水施設

雨水貯留管へ

■浸水対策の効果

床 上 浸 水 な し
床 下 浸 水 な し

床 上 浸 水 ８０戸
床 下 浸 水 １３７戸

１０分最大雨量 １８mm
３０分最大雨量 ４６mm
（時間最大雨量 ８２mm）

１０分最大雨量 １８mm
３０分最大雨量 ４２mm
（時間最大雨量 ４７mm）

～ 雨水貯留管の状況 ～

※実際の貯留量

約11,300

貯 留 率
約８６％

■対策概要

直径： 4m、延長： 1.1km、貯留量： 13,200 

下川原雨水貯留管
（愛称：川原まもるくん）

整備水準を超える大雨に対して、生命・個人財産の保護及び都市機能の
確保の観点から下記2点の目標を設定。

～ 整備目標 ～

①床上浸水被害の解消(45cm)
②緊急輸送路である国道150号の道路冠水防止(20cm)

～ 対策施設 ～

工事期間：平成25年度～平成27年度

浸水被害が
大幅に軽減



○磐田市久保川流域では、平成16年11月の豪雨（時間雨量68㎜、24時間雨量257㎜）により大規模な浸水被害が発生。
○磐田市下水道事業として、幹線管渠、雨水排水ポンプ場３施設の合計４施設を整備。
○令和元年度の台風19号などで効果を発揮し、浸水被害の発生を防止。

都市浸水対策の効果事例（令和元年 ７月22日梅雨前線・台風第19号） 静岡県磐田市



下水道浸水被害軽減総合事業を活用した浸水対策の効果事例

①平成20年8月末豪雨により、甚大な浸水被害が発生したことから、被害発生地域の１つである大和地区では、 下水道浸水被害
軽減総合事業の採択を受け、施設整備を実施。

②平成25年9月4日に発生した豪雨では、1時間最大で平成20年8月末豪雨と同程度の降雨量を記録したが、本事業が完了して

いた大和地区では、浸水被害が大きく軽減し、床上浸水被害の報告は０件。

平成25年9月4日豪雨による名古屋市千種区大和地区の浸水について

平成20年8月末豪雨時 平成25年9月4日豪雨時

平成25年9月4日
豪雨時の貯留実績

豊年雨水調整池
約3,400 貯留

事業
完了後

【大和地区における主な対策】

豊年雨水調整池 貯留量 約3,400 
（平成24年度稼働）

大和地区

同規模の
豪雨発生

緊急雨水整備事業の対策地域図

愛知県名古屋市

たいわ

たいわ

たいわ

たいわ

ほうねん

ほうねん

た い わ

軽減率
床上浸水 100％
床下浸水 90％




